
2025 ルール改訂
Rule revision



ルール改訂 Rule revision

V.1.4.2 rule changed.

Lower SISの最下点から地面までの距離は90mm以下でなければならず、
75mm以下であることが望ましい。
a. 実測のためにエアロを外すことなく測れる開口部を有している必要がある

2024

2025
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F.3.2.1 rule changed.

2024

2025

ACC Container Mount must be mounted on a Size-B pipe.
ACC Container Mount はSize-Bのパイプに取り付けなければならなくなった



ルール改訂 Rule revision

2 つの垂直な接着領域を持つ締結は、2 つの領域のうち小さい方のせん断性能を
使用して同等性を示すことができる。

F.4.2.6 rule changed.2025

Addition
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F.4.3 rule was added.

F.4.3.1 不織Plyがコアと近接する配置は禁止 (必ず織られたPlyがコアを挟んでいる必要がある)

F.4.3.2 テストパネルの方向はSESで強度を計算する方向と合わせなければならない

F.4.3.3 3点曲げ試験の結果は0degに合わせていなければならない (0degの基準明確化)

F.4.3.4 0degに対し、他の方向への物性値はSES計算上で50%を切ってはならない 

2025
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F.5.6.3 各ロールフープブレースの下で前面または側面の曲げは、次のいずれかでなければならない
a. 側面ビューのノードでトラス構造をとる
b. 取付点から25 mm以内にある

Roll Hoopについて、前面視ではUpper SISより下で曲げが必要であったが、
2025ではMHBやFHBより下のどこが曲がっていてもサポートが必要になった
Regarding Roll Hoop, it was necessary to bend it below the Upper SIS in the front view.
In 2025, no matter where it was bent below MHB or FHB, it need support.

F.5.6 rule changed.2025
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F.5.11 rule changed.

F.5.11.1  定義：[MHB]と[MHの他の構造とのノードより上]でなすPrimary Structure Envelopeの外側にある物は
           全てExternal Itemsである

F.5.11.2  取付方法
a. MHとMHBのなすノードにあって、回転自在に取り付けられていること(ボルト1本留)
b. 追加のブレースを入れ、かつSESで計算される荷重以下でマウントが破壊されること

F.5.11.3  F.5.11.2の除外項目
a. 簡単に壊れるような軽い外装、インテークマニホールド、ヘッドレスト、HVDなどのサービスディスコネクト、

マスタースイッチ、シャットダウンボタン
b. MHBより内側に付くもののための軽量なマウント

F.5.11.4  エンジン/モータマウント、ACCは[MHB]や[MHの他の構造とのノードより上]にマウントするべきではない

F.5.11.5  MHやMHBの外にある物は、一点荷重にならないように長手方向にOffsetさせる必要がある

2025
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F.5.14.d rule was added.

追加
d. シャシーに溶接ではない場合は、F.7.8に適合すること。

2025

←Addition



ルール改訂 Rule revision

F.6.4.4.b rule changed.

Upper-SISの高さ範囲が240-320mm⇒265-320mmに変更
Upper SISの全体の上端面で計測する(従来はUpper-SIS全体が範囲内にある必要があった)

2025

240⇒256mm
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F.7.5.1 rule changed.

d. シャシーに溶接ではない場合は、F.7.8に適合すること。が追加された

2025

Monocoque SISの高さに290mmの下限値を設定



a. IA下側面の高さ規定について
    Lower SIS上面の最も低い点からの距離が

220mm以下⇒150mm以下に低くなった

b. カスタムIAの高さ規定について
Lower SIS上面の最も低い点からIAが交差する高さの変更
220mm未満⇒150mm以下になった
(IA奥行200mm,幅200mm以上なければならない)

ルール改訂 Rule revision

F.8.5.6.a/b rule was added.2025

F.8.5.6 Position of Custom IA

Custom IA

150mm
MAX

A A’

A-A’ Bottom view

200mm or more 200mm 
or more
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F.9.1.1. rule changed.

F.9.1.1 a. Upper SISより低い燃料系は全てPrimary Structureの中に無ければならない

b. FillerNeckとSightTubeを除く燃料タンクのUpperSISより高い部分も
 Primary Structureの内側でなければならない

※2024年までは、地上から350mm以下の全ての燃料系に対してのみ定義されていた。

2025
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F.10.2.3/10.2.6 rule changed.

F.10.2.3
Internal wallを定義。各Sectionの概念を廃止し、各Segmentを仕切らなければならなくなった
(従来は１Sectionに12kgまでなら複数Segmentでも問題なかった)
 
F.10.2.6
ACC Containerの蓋にPositive Lockが必要になった

2025
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2025 F.10.3.1/10.3.2 rule changed.

Segmentの構造(AccやCellを除いたSegmentそのものの構造)がクラッシュ時の衝撃
(前後左右40G, 上下20G)に耐えなければならない
（従来の表記(2024年のF.10.3.4)だとSegmentを入れている部分の強度を示していたが、
2025年からSegmentそのものの強度に変更）

Segmentは下記いずれかの取り付け方法でなければならない
a. Cover/Lidが溶接F.10.2.5a 相当の強度での取り付け 
b. 外れる方向に対して F.10.3.1の条件でAttachmentが耐えることを示す 

(The previous notation (F. 10.3. 4 in 2024) used to indicate the intensity of the segment. 
In 2025, this was changed to the intensity of the segment itself.)

F.10.3.1

F.10.3.2
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2025

・2024年ではAll Accumulator Containersと表記されていたものが、
All Tractive System componentsに変更された。
2024 “All Accumulator Containers”⇒2025” All Tractive System components”

・2024年ではRear impact structureと表記されていたものが、
Rear Bulkhead変更された。
2024 “Rear impact structure”⇒2025” Rear Bulkhead”

F.11.3.1 Changed.
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2025

F.11.3.5 背面から見て、Rear Bulkheadは上記F.11.3.1を満たす対角構造またはXブレースでTractive systemの構成部品を保護しなければならない。
a. ディファレンシャルマウント、同程度の間隔を有する2本の垂直チューブ、金属プレート、または同等の複合パネルをダイアゴナルの代わりに
使用する場合、マウント、プレート、またはパネルは、以下の条件を満たす必要があります。
• 上部と下部のRear Bulkhead structuresの後方にある
• 上部と下部が垂直に25 mm以上重なる
b. 上部、下部および対角チューブの代わりに、金属プレートまたは複合同等物を使用してもよい。

 使用する場合、プレートは以下でなければならない:
• 上記のRear Bulkhead Support F.11.3.3と完全に重なる
• SESによって決定された2つのうちの1つによって取り付けること
－Rear BulkheadまたはRear Bulkhead Supportに完全にラミネートされている
− 120kNを超える取り付け強度

F.11.3.5 Changed. （F.11.2.2 in 2024）



ルール改訂 Rule revision

2025

T.1.8.4 (EVのみ) Firewallそのもの、またはTractive Systemに面しているFirewallの一部は、

 a. アルミでできていること(ファイアウォールのレイヤーそのものはアルミテープであってはならない)
b. EV.6.7に示す接地処理が必要    

T.1.8.4 Changed. (T.1.9.2 in 2024)

Addition



ルール改訂 Rule revision

2025

T.2.6.3 “c”に、アイはSHBを引張るように取り付けなければならない。が追加された
 (SHBがねじられるような取り付け：アイボルトのアイが横に引っ張られるような取り付けはNot OKになる)

T.2.6.3.c  was added.

←Addition

(Installation with SHB twisted: installation with eye bolt eye pulled sideways is not OK)



ルール改訂 Rule revision

2025

T.8.3.3 ポジティブロックがprevailing torque lock nutsの場合：
  
 a. 新品同様のコンディションでなければならない 
 
 b. 交換部品および取り付け方法を技術車検で提示しなければならない  

T.8.3.3 was added.
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2025 VE.3.2.2 changed.

Delete Addition
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